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今月のラインアップ
市 の 人 口

人 口 114,337人 (+23人)
男 55,787人 (+1人)
女 58,550人 (+22人)

世帯数48,216世帯 (−1)
平成28年12月末現在
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新
成
人
の
華
や
か
な
門
出
を
祝
う

1
月
8
日
（
日
）
平
成
29
年

浦
添
市
成
人
式
が
て
だ
こ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
式
典
開
始
1
時
間
以
上

前
か
ら
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

「
久
し
ぶ
り
〜
、
元
気
に
し
て
た
？
」

「
お
前
そ
ん
な
昔
の
こ
と
、
よ
く
覚

え
て
る
な
〜
」
と
旧
友
と
の
再
会
に

会
話
を
弾
ま
せ
、
多
く
の
笑
顔
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
新
成
人
を
代
表
し
て
新

垣
航
大
さ
ん
、
西
江
昂
平
さ
ん
、
新

里
健
弘
さ
ん
、
交
野
圭
志
さ
ん
、
豊

川
善
朗
さ
ん
の
5
人
が
「
決
意
の
こ

と
ば
」
を
表
明
し
、
大
人
と
し
て
の

自
覚
を
噛
み
し
め
る
よ
う
に
真
剣
な

眼
差
し
で
朗
読
し
ま
し
た
。

晴
れ
の
日
を
迎
え
た
喜
び
は
育
て

た
父
母
や
支
え
て
く
れ
た
人
も
一
緒
。

会
場
の
外
で
は
子
を
待
つ
父
母
ら
の

姿
も
見
ら
れ
、
父
母
ら
は
自
分
の
子

を
見
つ
け
「
お
め
で
と
う
。
も
う
大

人
だ
ね
」
と
花
束
を
手
渡
し
、
肩
を

組
み
、
抱
き
合
い
喜
び
を
分
か
ち
合

う
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　母から娘へ
　　これから歩む未来が
　　　　　　笑顔と輝きに
　　

　　　　杉本　みかる　さん（母）

麗
うらら

　　さん（娘）

今日の日を迎えることができて、親としてとて
も嬉しい気持ちと娘を支えてくれた人たちに

感謝の気持ちでいっぱいです。
この子は一番目の子どもでしたので、入学式や

卒業式など色々の思い出があり、親として節目節
目で娘の成長した姿を見る喜びがありました。成
人になったので、大人としての話しができること
も楽しみにしていますし、これからは、大人とし
ての自覚を持って他人に迷惑をかけないように、
責任ある行動をしてほしいと思います。

（
平
成
29
年
新
成
人
、
男
性
６
９
１
人
、
女
性
５
９
０
人
、
計
１
２
８
１
人
）
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20
歳
に
な
っ
た
自
分
へ

      

～
成
人
の
決
意
表
明
～

仲西中学校卒

下地 右京さん

「上に上がる！！向上心を
持って上を目指します！！」

港川中学校卒

藤原 侑夏さん

「責任感のある大人になる！
自分の行動に責任を！」

神森中学校卒

森田 和志さん

「他人に流されない大人に
なる！自分をしっかり持つ！」

仲西中学校卒

島袋 由奈さん

「家族に旅行をプレゼント！
育ててくれた両親に感謝！」

浦添中学校卒

佐藤 未来さん

「夢に向って努力！！」

神森中学校卒

玉城 一志さん

「社会貢献できる人になる！
社会人として自覚を持つ！」
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成人式を成功させるために
華やかな成人式〜企画運営委員たちの努力の裏側〜

　旧友との再会で名残惜しさを残しながらも華やかに締めくくられた平成 29 年浦添市成人式。
　新成人はみんな笑顔に溢れ、忘れられない１日となったことでしょう。
　その成人式を成功に導いたのは、委員長の山川さんをはじめとする 19 人の企画運営委員の皆さんです。約３か月に渡り
企画運営に携わった新成人代表の皆さんの奮闘を振り返り、その苦労や感想を委員長の山川さんに伺いました。

成
人
式
企
画
運
営
委
員
を

通
し
て

去
年
の
成
人
式
で
企
画
運
営
委
員

だ
っ
た
先
輩
か
ら
「
今
年
の
成
人
式
の

委
員
会
を
や
っ
て
み
な
い
？
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
、「
誰
も
や
る
人
が
い
な
け

れ
ば
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」
と
軽
い
気

持
ち
で
応
募
し
た
と
語
り
出
し
た
の
は

平
成
29
年
成
人
式
企
画
運
営
委
員
長
の

山
川
れ
い
あ
さ
ん
で
す
。

委
員
会
は
成
人
式
ま
で
に
4
回
行

わ
れ
、
会
議
で
は
成
人
式
当
日
の
役
割

分
担
や
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
み
ん
な

の
思
い
出
に
残
る
成
人
式
に
な
る
か
を

議
論
し
考
え
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
苦
労
し
た
事
は
メ
ン

バ
ー
を
集
め
、
ま
と
め
る
事
で
し
た
。

高
校
の
同
級
生
に
声
を
か
け
、
ま
た
、

そ
の
友
達
の
友
達
に
声
を
か
け
た
り
し

て
人
数
を
集
め
る
努
力
を
し
ま
し
た
が
、

6
人
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

初
対
面
の
人
も
多
く
、
遠
慮
し
て
自
分

成人式企画運営委員長

山川　れいあさん

( 港川中学校卒）

①浦添市歌の練習②会議で式の流れを確認

③式当日、緊張の面持ちで臨んだ司会の様子 ④式典前に企画運営委員で成功を祈願し集合写真

の
意
見
を
言
え
な
い
雰
囲
気
で
し
た
の

で
、
会
議
後
に
A
＆
W
に
集
ま
り
た

わ
い
の
な
い
会
話
か
ら
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。
そ
の
積
み
重
ね
に
よ
り
徐
々
に

打
ち
解
け
、
雑
談
も
増
え
、
自
然
と
メ

ン
バ
ー
も
集
ま
り
、
そ
の
中
で
ま
と
ま

り
も
出
て
き
た
の
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

学
校
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
が
あ
る

た
め
集
合
時
間
は
毎
回
午
後
9
時
頃
か

ら
と
遅
い
時
間
で
し
た
が
、
み
ん
な
積

極
的
に
会
議
に
参
加
し
、
意
見
を
言
う

よ
う
に
な
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
ラ

イ
ブ
に
決
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者
が
楽

し
い
思
い
出
と
し
て
残
る
よ
う
に
み
ん

な
が
親
し
み
の
あ
る
曲
に
し
よ
う
！
と

選
曲
に
は
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

最
初
は
軽
い
気
持
ち
で
参
加
し
た

運
営
委
員
で
し
た
が
、「
成
功
さ
せ
た

い
」
と
い
う
思
い
と
共
に
、
徐
々
に
責

任
感
が
芽
生
え
ま
し
た
。
多
く
の
人
に

出
会
い
、
友
達
の
輪
が
広
が
っ
た
の
で
、

運
営
委
員
を
通
し
貴
重
な
経
験
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
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※詳細については、2月末に市ホームページ上で公表します。　問い合わせ　職員課　☎（８７６）１２３４　内線２０６２

【浦添市職員の給与・定員管理について】

【人事行政の運営などの状況について（平成27年度）】

１　人件費の状況（平成27年度普通会計決算）
歳 出 費 465億7801万円
人 件 費 57億1834万7000円
人 件 費 率 12.28%

２　職員給与の状況（平成27年普通会計決算）
給与費（職員数701人）

給料・職員手当・期末勤勉手当 37億1767万5000円

4　職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成28年4月1日現在）
一般行政職

平均給料月額 平均給与月額 平 均 年 齢
29万3400円 34万4700円 40.2歳

5　職員の初任給の状況（平成28年４月１日現在）
大学卒（国と同じ） 高校卒（国と同じ）
初 任 給 初 任 給
17万6700円 14万4600円

3　職員手当の状況
期末・勤勉手当　平成28年度支給割合（国と同じ支給率）
期 末 手 当 勤 勉 手 当
2.6月分 1.6月分

退職手当（国と同じ支給率）
支 給 率 自 己 都 合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.58250月分
勤続35年 41.325月分 49.59000月分
最高限度額 49.590月分 49.59000月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
2％から20％加算

特殊勤務手当（平成27年度決算）
支給実績 1512万7000円
支給職員一人当たり平均支給年額 5万400円
手当の種類（手当数） 11種類

時間外勤務手当（休日勤務手当を含む。平成27年度決算）
支給総額  1億6792万2000円 職員一人当たり 23万9547円

扶養手当（国と同じ支給額）
配偶者 1万3000円 配偶者以外 6500円

住居手当（県並み）
借　家 限度額　2万7000円

通勤手当（県並み）
通勤距離２ｋｍ以上の職員 定額制

６　特別職の給料・報酬などの状況（平成28年4月1日現在）
区 分 給料または報酬月額 期末手当
市 長 90万4000円

3.15月分

副 市 長 74万9000円
教 育 長 67万5000円
議 長 53万6000円
副 議 長 47万9000円
議 員 45万2000円

７　定員適正化計画の数値目標および進捗状況（実績）
定員適正化手法の概要
事務事業全般の見直し、行政組織の簡素効率化、指定管理者制度を含む民間業
務委託等の強力な取組による定員削減に努め、職員研修による職務遂行能力
の向上等、少数精鋭による定員適正化を推進します。

区分
部門

平成１７年 平成２８年 平成18〜28年
計画始期 11年目 実績計

一 般 行 政
職員数 467人 478人 478人
増 減 2人（対前年度） １１人

教 育
職員数 206人 126人 126人
増 減 △3人（対前年度） △８０人

消 防
職員数 98人 97人 97人
増 減 １人（対前年度） △１人

公営企業等
会 計

職員数 92人 101人 １０１人
増 減 3人（対前年度） ９人

計
職員数 863人 802人 ８０２人
増 減 3人（対前年度） △６１人

４　採用及び退職の状況
区 分 採 用 者 数 退 職 者 数
市長部局等 25人 13人
教育委員会 1人 7人
水 道 部 １人 0人
合 計 27人 20人

１　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
 (1)一般職員の勤務時間
1週間の勤務時間 1日の勤務時間 休憩時間週休日
38時間45分 午前8時30分〜午後5時15分 正午〜午後1時 土･日曜日

(2)年次休暇の状況 
総付与日数 総使用日
15406.6日 6283.7日

対象職員数 一人当たり平均使用日数 使用率
422人 14.9日 41%

２　職員の分限および懲戒の状況
区　分 休　職 戒　告 減　給 停　職
処分者数 25人 0人 0人 1人

３　職員の福祉および利益の保護の状況
 (1)健康診断の状況
集団検診 170人
人間ドック 606人
脳ドック 41人
PET検診 ９人
潜水病予防高気圧業務検診 20人
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午前10時から消防本部で、消防出初式が行われま
した。「今年も市内の地域安全を守ります」と消防長の
力強いあいさつで式が始まり賞状の授与や消防訓練
実践演習が行われました。
午後3時には浦添市民体育館で、総勢1500人参

加の新年祝賀会が行われました。会場で各企業の参
加者たちは「今年もよろしくお願いします」と笑顔で握
手。祝賀会のメインイベントである鏡開きでは市長を
はじめ、来賓の皆さんの「よいしょ」という掛け声で、樽
の蓋が勢いよく割られると、会場からは大きな拍手が
湧き起こりました。

1/5（木）消防出初式および新年祝賀会

3年に1度の民生委員・児童委員の一斉改選が12
月1日に行われ、それに伴いてだこホール市民交流室
にて伝達式が行われました。13人の民生委員として
活動した人に感謝状の付与、114人の新しく民生委員
として活動していく人には委嘱状の付与が行われ、今
後の福祉活動に期待を託されました。
感謝状・委嘱状交付の伝達を終え、社会福祉協議会

会長の赤
あ か

嶺
み ね

義
よ し

雄
お

さんは「福祉ニーズが多様化してきて
いる中、皆さんの活動は地域住民にとって最も身近な
相談役となり、大きな期待が寄せられます。ご活躍を
激励申し上げます」とあいさつし、大きな拍手が送られ
ました。

12/7（水）平成28年度浦添市民生委員・児童委員委嘱状、感謝状伝達式

会場には、2日間を通して約3000人が来場し、舞
台では沖縄の芸能や合唱に演奏、子ども達のダンス
等があり、展示では書や生け花、絵画に写真とプロ顔
負けの作品が並びました。また、「料理で学ぶ韓国語」
コーナーでは、韓国春雨チャプチェやチヂミ等の韓国
料理を求める人々で大盛況でした。
来場者から「皆が笑顔で行動されていたので、自分

も癒されました」「今年も各コーナーや販売等、活動
の足跡が見られて大変勉強になりました」などの声が
あり、子どもから高齢者までが生涯学習活動を楽しめ
たまつりとなりました。

12/10（土）・
11（日）

第31回浦添市立中央公民館まつり
が開催されました。
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人権擁護委員とは法務大臣から委託された、人権
相談や人権の考えを普及する人たちのことです。今
回は大

お お

城
し ろ

美
み

保
ほ

さん、棚
た な

原
は ら

洋
よ う

子
こ

さん、棚
た な

原
は ら

利
り

栄
え

子
こ

さん、
宮
み や

城
ぎ

むつみさん、西
に し

銘
め

生
せ い

弘
こ う

さん（再任）の5人が委員
として委嘱され、約6年委員をしていた塩

し お

川
か わ

健
け ん

三
ぞ う

さん
には感謝状の贈呈式が行われました。
委嘱を受けた棚原洋子さんは「皆さまからご指導

を受けながら、そして地域に何ができるかということ
を問いながらやっていきたいです」と抱負を述べ、感
謝状を受けた塩川健三さんからは「協議会に参加し
たりと、皆さんと過ごした6年3か月はとても有意義
でした」と笑顔で話しました。

1/16（月）人権擁護委員委嘱状等交付式

「味心ゆうづき」を経営する知
ち

念
ね ん

司
つかさ

さんは昨年開催
された第２９回全国日本料理コンクールの郷土料理
部門で最高賞を受賞。今回の受賞でこれまでの受賞
と合わせると5つ目の賞を獲得したことになります。
これまで最高賞5冠を達成した例はなく、その快挙を
称える輝くてだこ市民賞表彰となりました。
知念さんは「３月に開かれる日本で一番大きな大会

に出場し、最後の挑戦をします。結果を残し、以後は後
進の育成に力を注ぎたい。これからも日々精進してい
きますのでよろしくお願いします」と力強く抱負を語
り、市民賞受賞に笑顔を見せました。

1/10（火）輝くてだこ市民賞第33号表彰式

北朝鮮による拉致事件を題材にした舞台劇「めぐ
みへの誓い－奪還－」がてだこホールで公演されまし
た。この舞台劇は劇団夜想会により2010年に初め
て公演されて以来、今日まで拉致問題啓発のため全
国各地で公演され、沖縄での公演は今回が初めてと
なります。会場には約560人が集まり、鑑賞した人た
ちからは「感動した」「拉致は他人事じゃない」などの
感想が寄せられ、拉致問題に対する理解とその被害
者およびその家族の苦しみを考えさせられるきっかけ
となりました。

12/20（火）「めぐみへの誓い－奪還－」講演 大人から子どもまで幅広い年齢層が清掃活動に参
加し、大きな清掃になりました。出発式では西

に し

銘
め

生
せ い

弘
こ う

さん（浦添市青少年健全育成市民会議会長）が、「子ど
もから大人まで汗を流し、地域をきれいにしていく事
で地域力の向上につながると思います」と挨拶。
各地域ではポイ捨てされた空き缶をグループで楽し

みながら拾う姿や、大人が草を刈り、刈った草を子ども
たちが集める姿が見られ、連携した清掃活動により自
治会館前には山積みの大量のごみ袋が集まりました。
清掃終了後には、それぞれの地域で餅つき大会や

クリスマスパーティなどが催され、豚汁やカレーなど
を食べながら交流を深めました。

12/18（日）浦添市全域でCGG運動
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問
い
合
わ
せ

秘
書
課
☎（
8
7
6
）1
2
3
4

（
内
線
2
5
6
3
）

問い合わせ　文化課　内線６２１４・６２１７

文化課発信

浦添市長
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「
誰
も
が
あ
な
た
ら
し
く
」

今
年
の
1
月
1
日
、
私
た
ち

の
浦
添
市
で
は
「
レ
イ
ン
ボ
ー

都
市
う
ら
そ
え
宣
言
」
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
宣
言
は
、
す
べ

て
の
人
の
性
の
多
様
性
を
認

め
合
い
、
差
別
や
偏
見
を
な
く

し
、誰
も
が
テ
ィ
ー
ダ
（
太
陽
）

の
よ
う
に
輝
け
る
住
み
や
す

い
浦
添
市
を
目
指
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
国
旗
、県
旗
、

市
旗
と
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ

グ
が
並
ん
で
掲
げ
ら
れ
た
、
お

そ
ら
く
日
本
で
初
め
て
の
掲

揚
式
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
何
も
性

の
多
様
性
だ
け
を
認
め
合
う

こ
と
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
全
て
の
人
が
そ
の
個
性
を

発
揮
し
、
自
由
に
そ
の
人
ら
し

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
が
尊

重
さ
れ
な
が
ら
幸
せ
に
な
る

こ
と
、
つ
ま
り
、
生
き
方
や
幸

福
の
多
様
性
を
も
認
め
合
う

ま
ち
、
そ
ん
な
浦
添
市
で
あ
り

た
い
と
願
う
の
で
す
。

肌
の
色
や
国
籍
、
宗
教
、
性

別
、
年
齢
、
収
入
、
外
見
な

ど
に
よ
る
差
別
や
い
じ
め
が
、

こ
の
21
世
紀
の
現
在
で
も
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
私
た
ち
は
自
分
と
違

う
意
見
や
生
き
方
を
認
め
る

広
い
心
を
失
い
つ
つ
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

ま
す
。
批
判
し
合
い
、
い
が
み

合
い
、
反
対
し
合
う
、
そ
の
果

て
に
は
傷
つ
け
合
う
こ
と
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
寛
容

の
心
を
失
っ
た
争
い
が
世
界

各
地
で
発
生
し
て
い
る
よ
う

に
思
う
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
浦

添
市
で
は
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
の
隣
に
い
る
人
の
意
見

や
価
値
観
、
生
き
方
を
認
め

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ま
ち
で
暮
ら
す
身
近
な

人
と
の
違
い
を
受
け
止
め
る

事
が
い
つ
し
か
多
様
性
（
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
）
を
認
め
、
お
互

い
の
人
権
と
価
値
観
を
尊
重

し
合
う
平
和
で
豊
か
な
浦
添

市
へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

「
レ
イ
ン
ボ
ー
都
市
う
ら
そ
え

宣
言
」
が
見
据
え
る
、
私
た
ち

浦
添
の
本
当
の
未
来
像
と
は
、

そ
ん
な
誰
も
が
そ
の
人
ら
し

く
、
あ
な
た
ら
し
く
生
き
て
い

く
こ
と
の
で
き
る
自
由
な
光

に
あ
ふ
れ
た
未
来
づ
く
り
な

の
で
す
。

浦
添
市
役
所
前
に
は
懸
垂

幕
を
掲
げ
、
さ
ら
に
今
日
も

国
旗
、
県
旗
、
市
旗
と
並
ん

で
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ
が

青
空
に
ひ
ら
め
い
て
い
ま
す
。

多
様
性
の
象
徴
と
し
て
、
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

※
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ
は
、

今
月
は
毎
日
、
3
月
以
後
は
毎

月
24
日
（
に
じ
の
日
）
に
掲
げ

ま
す
。（
宣
言
文
は
、
10
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）

～　いろいろなウラソエ　～
今回のテーマは「ウラソエ」です。浦添の語源は「浦々を襲う」（各地を支配する）であると論じたのは

伊
い

波
は

普
ふ

猷
ゆ う

ですが、史料にみえる地名・人名のウラソエをいくつかご紹介しましょう。
【うらおそい】【うらおそひ】：ひらがなで書かれたものには16～17世紀の歌謡集『おもろさうし』の地名や、1597

年の浦添親方の墓碑（現存せず）の人名などがあります。
【浦襲】：1562年の「君

き み ほ こ り の ら ん か ん の き

誇之欄干之記」（現存せず）に「浦襲大臣」が
登場しますが、彼は一般には浦添親方良憲として知られている人
物の可能性があります。

【浦傍】：朝鮮の『海
か い

東
と う

諸
し ょ

国
こ く

紀
き

』（1471年）の地図に「浦傍城」とあり
ます。日本人僧が朝鮮にもたらした地図をもとにして描かれたよ
うで、日本語で「傍」は古くはソフ（ソウ）と読まれていたそうですか
ら音をもとにしたあて字でしょうか。

【鄔羅瑞】【丘剌子】など：漢文で書かれた外交文書集『歴
れ き

代
だ い

宝
ほ う

案
あ ん

』
の16世紀前半の文書に登場する人たちです。これらは「ウラスイ」
と読むそうですが、当時の中国語でこのように発音できる漢字を
あてたものでしょう。
このように広く使われなかったものも含めいろいろな「ウラソ

エ」があったのです。 ▲1597年建立「浦添城の前の碑」の表（左）は「うらおそひ」、
裏には「浦添」
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ジェレミー・エックスタインJeremy Eckstein2015年8月から国際交流員として、
浦添市役所国際交流課に配置される。米国フィラデルフィア出身原文・和訳：ジェレミー・エックスタイン

●日頃の子どもの写真を郵送または画像データをメールで毎月月末までに送付してください。
　窓口へ直接提出も可。集合写真は不可。
※被写体の子どもの氏名（ふりがな）・年齢（０か月,１歳など）・居住地区（安波茶・伊祖など）
　一言コメントの記入を忘れずに !

「てだっ子STUDIO」写真募集
〒901-2501　浦添市安波茶1－1－1
浦 添 市 役 所 　 国 際 交 流 課
☎（876）1234（内線2613・2614）
E-mail：kokusai@city.urasoe.lg.jp

長
ながしま

島 芽
め

以
い

ちゃん（0歳） 大平在 宮
みやぐに

國 陽
ひ な と

翔ちゃん（0歳） 屋富祖在 桜
さくらい

井 太
た い が

雅ちゃん（0歳） 内間在

いっしょに

遊ぼ！ 宮國家の

アイドル♡ なんか

楽しーい！

アメリカを訪問する時、チップがよく分からないと思うのは日本人
だけではありません。実は、多くのアメリカ人もそう思います。なぜか
というと、チップを払うのは法律で定められていることではなく、アメ
リカでの普通のマナーのようなものだからです。そのため、チップの
ルールについて正式に書いてある本など存在しませんが、アメリカ人
はチップの文化を暗黙のルールとして受け入れています。今月は、不
思議なアメリカのチップの文化を少し説明したいと思います。
「チップ」というのは基本的に、「有料サービス」と考えて間違いでは

ありません。日本のレストラン、ホテル、タクシー等で提供されるサー
ビスは無料が多いので、皆さんはそれらを受けて当たり前と思ってい
ますが、アメリカでは一般的にウエイターやウエイトレスのような従
業員の基本給がかなり低いため、サービスを提供することでチップを
もらい、それを自分たちの生活費にしています。そのため「それなら、
彼らの給料を上げればいいんじゃない？そうすると、チップは必要な
いんじゃない？」とよく聞かれます。実は、私も同感なのですが、「今更
変わらないよなー」という考え方の人が多いので、近いうちにこの文
化が変わるとは思えません。

次に、チップをどんな所でいくら払えば良いのかを説明します。基
本的に、サービスをしてもらうところではチップを払った方が良いか
もしれません。一般的に「チップ」と言えばレストランやバーを思い浮
かべるかもしれませんが、ホテルのベルボーイや車を駐車してくれる
従者、タクシーの運転手などにも渡します。レストランやバーのウエイ
ターなら、代金の15％〜20％をチップとして払います。現金で払うな
らば、それをそのままテーブルに置いて店を出ても良いのですが（直
接ウエイターに渡さない）、クレジットカードを使うなら、領収書の下
にある「Gratuity」（チップという意味）のところにチップしたい金額
を記入します。ただし、ウエイターがいない店（マクドナルド等）では、
チップは払わなくてもいいです。

チップって複雑ですね。私は日本にチップの文化が無くて良かった
と思いますが、アメリカに行く時はチップを払わないと相手に失礼な
人と思われますので、忘れないように気をつけてくださいね。

It isn’t just Japanese people who are confused about tipping 
when they visit America. Actually, I think there are a sizable 
number of Americans who are themselves confused about it as 
well. This is probably because tipping is not required by law, but 
is more like an American custom. For this reason, Americans 
consider tipping to be a sort of unspoken rule; there does not 
exist an “official rule book” for tipping. So this month, I would like 
to explain a little bit about the culture of tipping in America.

At a basic level, it would not be wrong to think about tipping 
as “paying for service”. In Japan, service at restaurants, hotels as 
well as taxi service are mostly offered free of charge, so if you 
have only ever experienced service in Japan, you probably take 
this for granted. In America however, the base salary for service 
industry workers like waiters and waitresses are so low that 
they rely on the money they earn from tips to live their lives. So, 
the question that is often asked is, “So why not just raise their 
pay? Wouldn’t that eliminate the need for tips?” Honestly, I feel 
the same way. But there are many people who think, “Well, it’s 
not going to change now.” So I personally don’t see the system 
changing any time soon.

Now, I’d like to tell you about when and where to tip. Basically, 
when you receive some sort of service, it is probably best to tip. 
Restaurants generally come to mind when talking about tipping, 
but it is also customary to tip bell boys at hotels, the valet who 
parks your car and other such people. At a restaurant or bar, you 
should tip your waiter or bar tender 15 to 20% of the bill. If you 
intend to tip with cash, you can just leave the money on the table 
and leave the restaurant (you don’t have to pay the person 
directly). If you’re tipping by card, there will be a “gratuity” 
section at the bottom of your receipt where you should write in 
the amount you would like to tip. You do not, however, have to 
tip at restaurants without a wait staff (e.g. McDonald’s).

Tipping is pretty confusing isn’t it? I’m actually pretty happy 
that there is no tipping culture in Japan. In America though, not 
tipping is considered very rude, so if you ever find yourself in 
America, be sure to remember to tip your waiter!

チップするべきか、しないべきか、それが問題だ To Tip or Not To Tip, That is the Question
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浦
添
市
消
防
本
部

☎（
８
７
５
）０
１
０
５

■
救
急
法
講
習
会
（
普
通
Ⅰ
）

「
助
け
た
い　
思
い
を
ワ
ザ
に 

救

急
法
」

内
容　
成
人
に
行
う
心
肺
蘇
生
法
、　

A
E
D
の
使
い
方
、
止
血
法
、
異

物
除
去
な
ど

日
時　
2
月
18
日
（
土
）
午
後
1

時
～
午
後
4
時

場
所　
市
消
防
本
部　
体
育
館

定
員　
30
人
（
市
内
在
住
・
在
勤

の
人
優
先
）

費
用　
無
料

申
し
込
み　
2
月
17
日
（
金
）
ま
で
。

（
受
付
時
間
は
土
日
・
祝
日
除
く
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）

※
個
人
・
事
業
所
向
け
救
急
法
講

習
は
、
10
人
以
上
か
ら
受
け
付
け

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
総
務
課
・

救
急
救
助
係
ま
で
。

浦
添
市
男
女
共
同
参
画
推
進

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

☎（
8
7
4
）5
7
1
1

■
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
利
用
団

体
登
録
説
明
会

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
男

女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
た

活
動
を
行
う
団
体
を
登
録
し
、
定

期
的
に
活
動
す
る
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
平
成
29
年
度
利
用
団
体

登
録
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
登
録
希
望
者
は
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　
2
月
15
日
（
水
）
午
後
7

時
か
ら

場
所　

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー　

2
階
研
修
室

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
８
７
５
）２
１
０
０

■
ベ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

内
容　
離
乳
食
に
つ
い
て
の
講
話
・

実
演
・
試
食
（
保
護
者
の
み
）

日
時　
2
月
17
日
（
金
）
午
後
1

時
～
午
後
3
時
30
分

対
象　
市
内
在
住
で
4
～
8
か
月

の
乳
児
を
持
つ
保
護
者

申
し
込
み　
2
月
14
日
（
火
）
ま
で

■
乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

【
乳
児
健
診
】

日
程　
2
月
26
日
（
日
）

受
付
時
間　
▼
前
期
（
3
～
4
か

月
児
）
午
後
1
時
～
午
後
3
時

▼
後
期
（
9
～
10
か
月
児
）
午
前

9
時
～
午
前
11
時

【
1
歳
6
か
月
児
健
診
】

日
程　
2
月
2
日
、
9
日
、
16
日
、

23
日
（
木
）

受
付
時
間　
午
後
1
時
15
分
～
午

後
2
時
15
分

【
3
歳
児
健
診
】

日
程　
2
月
1
日
、
8
日
、
15
日
、

22
日
（
水
）

受
付
時
間　
午
後
1
時
15
分
～
午

後
2
時
15
分

■
2
歳
児
歯
科
健
診
事
業

○
歯
の
診
察　
○
フ
ッ
素
塗
布

○
歯
磨
き
の
仕
方
・
保
健
指
導

対
象　
2
歳
～
3
歳
未
満
（
3
歳

の
お
誕
生
日
前
日
ま
で
）
の
子

場
所　
市
と
契
約
し
て
い
る
歯
科

医
療
機
関

費
用　
自
己
負
担
額
無
料

■
65
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は
2
月
28
日
（
火
）
ま

で
！

対
象　
①
65
歳
以
上
の
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
ま
た
は
免
疫
機
能

に
障
が
い
が
あ
る
人
（
身
体
障
害

者
手
帳
1
級
程
度
）

③
今
年
度
（
平
成
29
年
3
月
31
日

ま
で
に
）
65
歳
に
な
る
人

接
種
回
数　
1
回

接
種
費
用　
千
円
自
己
負
担
（
生

活
保
護
受
給
者
、
中
国
残
留
邦
人

等
自
立
給
付
受
給
者
は
無
料
）

※
予
診
票
が
な
い
場
合
は
保
健
相

談
セ
ン
タ
ー
で
再
発
行
を
行
う
か
、

医
療
機
関
に
用
意
し
て
あ
る
も
の

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
働
き
盛
り
世
代
の
ヘ
ル
シ
ー
料

理
教
室

日
時　
3
月
4
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
12
時
30
分

対
象　
肥
満
・
生
活
習
慣
病
等
に

よ
り
カ
ロ
リ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

必
要
な
65
歳
未
満
の
市
内
在
住
者
。

男
性
、
料
理
初
心
者
も
大
歓
迎
！

内
容　
講
義
・
ヘ
ル
シ
ー
料
理
の

調
理
実
習

定
員　
12
人
（
要
申
し
込
み
）

■
「
地
域
健
康
講
話
」
開
催
グ
ル
ー

プ
募
集

自
治
会
や
お
友
達
同
士
で
生
活

習
慣
病
・
健
康
に
生
活
す
る
コ
ツ

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
が
皆
さ
ん

の
所
に
出
向
い
て
出
前
講
話
を
し

ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
～

60
代
の
働
き
世
代
の
人
（
5
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
）

費
用　
無
料

申
し
込
み　
健
康
づ
く
り
課

■
こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会
「
そ
の

眠
り
、
心
配
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
」

内
容　
こ
こ
ろ
の
病
気
と
睡
眠
障

害
と
の
関
係
に
つ
い
て
具
体
的
に

学
ぶ
。

講
師　
小
松　

知
己
氏
（
沖
縄
協

同
病
院
・
精
神
科
医
師
）

日
時　
2
月
19
日
（
日
）
午
後
2

時
～
午
後
4
時
（
受
付　

午
後
1

時
30
分
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者
、
テ
ー

マ
に
関
心
の
あ
る
人

費
用　
無
料

※
申
込
不
要
・
手
話
通
訳
有
り

■
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

内
容　
健
康
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
保
健
師
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
対
応
し
ま
す
。（
※
要
予
約
）

日
時　
毎
週
水
・
金
曜
日　

午
前

10
時
～
正
午
（
祝
日
を
除
く
）

対
象　
市
内
在
住
者

費
用　
無
料

■
こ
こ
ろ
の
健
康
パ
ネ
ル
展

3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
。

内
容　
う
つ
予
防
・
自
殺
予
防
に

関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
配
布
な
ど

期
間　
3
月
6
日
（
月
）
～
10
日

（
金
）

場
所　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

浦
添
市
美
術
館

☎（
８
７
９
）３
２
１
９

休
館
日 

毎
週
月
曜
日

開
館
時
間
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）※
金
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

（
入
館
は
午
後
６
時
30
分
ま
で
）

■
常
設
展

平
成
28
年
度　
第
3
期
常
設
展

「
技
あ
り
！
琉
球
漆
器
」

期
間　
2
月
24
日
（
金
）
か
ら

観
覧
料　
一
般
2
0
0
円　
シ
ル

バ
ー
65
歳
以
上
1
6
0
円　
大
学

生
1
3
0
円

問い合わせ 男女共同参画推進ハーモニーセンター
☎（８７４）５７１１

人には多様な性の形があり、

一人ひとりが大切な存在です。

誰もが望む性で生きること（性自認）、

どの性を愛するか、愛さないか（性指向）等は、

人が自分らしく幸福に生きる当然の権利であり、

尊重されなければなりません。

性の多様性を知り認め合うことは、

人権が守られる平和で豊かな社会に繋がります。

差別や偏見をなくし、誰もがティーダ（太陽）のように輝けるよう、

ここに「レインボー都市うらそえ・性の多様性を認め合うまち」を

宣言します。

レインボー都市うらそえ宣言
～性の多様性を認め合うまち～

市は、1月1日に
「レインボー都市うらそえ・性の多様性を認め合うまち」

を宣言しました。

平成29年1月1日　浦添市
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児童センター
Information

午前10時
〜午後６時

※夜間開放もしています。
※行事などの詳細について
は直接各児童センターへ
問い合わせください。

保育課 わんぱく係
（内線：3624）

開 館 日

開館時間

月〜土曜日

■
企
画
展

○
き
ら
め
き
で
飾
る

―
螺
鈿
の
美
を
あ
つ
め
て
―

会
期　
2
月
19
日
（
日
）
ま
で

観
覧
料　
一
般
8
0
0
円（
6
0
0
）　

大
学
生
6
0
0
円
（
4
0
0
）　

高

校
生
以
下
無
料

○
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ

ン
ア
カ
デ
ミ
ー　
デ
ザ
イ
ン
展

期
間　
2
月
10
日
（
金
）
～
12
日

（
日
）

○
沖
縄
県
工
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
展

期
間　
2
月
16
日
（
木
）
～
19
日

（
日
）

○
絵
画
の
行
方
―
山
城
茂
徳
・
山

内
盛
博
二
人
展

期
間　
2
月
22
日
（
水
）
～
3
月

5
日
（
日
）

○
公
益
財
団
法
人
ポ
ー
ラ
美
術
振

興
財
団
助
成
事
業　
漆
の
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ア
ジ
ア
に
広
が
る
螺ら

鈿で
ん

の
文
化
と

歴
史
」

内
容　
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
・
韓
国
・

日
本
の
漆
芸
家
と
螺
鈿
研
究
者
に

よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　
2
月
5
日
（
日
）
午
後
1

時
～
午
後
5
時
30
分

場
所　

浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

費
用　
無
料

■
切
り
絵
教
室

期
間　
3
月
4
日
、
11
日
、
18
日

（
土
）　
午
後
2
時
〜
午
後
4
時

申
し
込
み　
電
話
受
付

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
電
話
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

浦
添
市
立
図
書
館

☎（
８
７
６
）４
９
４
６

休
館
日 

毎
週
月
曜
日

■
蔵
書
点
検
（
休
館
）
の
お
知
ら
せ

蔵
書
点
検
の
た
め
、
2
月
7
日

（
火
）
〜
17
日
（
金
）
ま
で
休
館
し

ま
す
。

※
本
等
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

を
利
用
く
だ
さ
い
。

※
本
の
検
索
・
予
約
は
、
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ア
メ
リ
カ
情
報
コ
ー
ナ
ー
映
画
会

※
英
語
音
声
・
日
本
語
字
幕
付
き

日
時　
2
月
18
日
（
土
）

①
な
つ
か
し
の
映
画
会

『A
ll A

bout Eve

』

午
前
10
時
か
ら
（
1
3
6
分
）

②
ア
メ
リ
カ
映
画
上
映
会

『The Blind Side
』

午
後
2
時
か
ら
（
1
2
8
分
）

■
空
と
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
お
は
な
し
会

内
容　
お
に
は
そ
と
！
ふ
く
は
う

ち
！

日
時　
2
月
19
日
（
日
）
午
後
3

時
30
分
～
午
後
4
時

そ
の
他　
当
館
職
員
に
よ
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ

■
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　
2
月
25
日
（
土
）
午
後
1

時
～
午
後
1
時
30
分

場
所　
図
書
館
1
階
フ
ロ
ア

内
容　
声
楽
（
テ
ノ
ー
ル
）
と
ピ

ア
ノ
に
よ
る
演
奏

演
者　
糸
村　
葵
氏
（
声
楽
）、
長

間　
彩
可
氏
（
ピ
ア
ノ
）

■
ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
浦
添
２
０
１
７

お
は
な
し
の
た
か
ら
箱
ス
ペ
シ
ャ

ル　
～
沖
縄
・
浦
添
の
民
話
を
語

る
～

日
時　
2
月
25
日
（
土
）
午
後
2

時
～
午
後
3
時

場
所　
児
童
室
か
た
り
の
部
屋

語
り
手　
大
田　

利
津
子
氏
（
沖

縄
伝
承
話
資
料
セ
ン
タ
ー
副
理
事

長
）

対
象　

幼
稚
園
児
以
上
の
児
童

（
3
歳
か
ら
）
と
そ
の
保
護
者

定
員　
15
組
（
要
申
し
込
み
・
先

着
順
）

申
し
込
み　
2
月
24
日
（
金
）
ま

で
。
電
話
・
カ
ウ
ン
タ
ー
・
と
し
ょ

ま
る

■
せ
か
い
の
お
は
な
し
会　
ま
な

び
フ
ェ
ス
タ
ス
ペ
シ
ャ
ル

日
時　
2
月
26
日
（
日
）
午
後
3

時
30
分
～
午
後
4
時
15
分

場
所　
か
た
り
の
部
屋

読
み
手　
図
書
館
職
員
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
研
修
員

浦
添
市
立
中
央
公
民
館

☎（
８
７
９
）５
５
０
３

※
全
講
座
手
話
通
訳
有
り

※
申
込
方
法 

電
話・F
A
X・窓
口・メ
ー
ル

■
超
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

内
容　

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
礎
・

基
本

日
時　
2
月
21
日
・
28
日
・
3
月

7
日
・
14
日
（
火
）　
午
後
3
時
～

午
後
5
時
（
全
4
回
）

講
師　
比
嘉　
進
氏
（
元
I
T
指

導
員
）

場
所　
中
央
公
民
館
本
館　

パ
ソ

コ
ン
室

定
員　
15
人（
市
内
在
住・在
勤
者
）

申
し
込
み　
2
月
7
日
（
火
）
か
ら
。

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
な

り
ま
す
。

費
用　
無
料

■
キ
ッ
ズ
バ
リ
ア
フ
リ
ー

内
容　
日
本
一
に
輝
い
た
沖
縄
ハ

リ
ケ
ー
ン
ズ
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

種
目
の
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ

ビ
ー（
車
イ
ス
ラ
グ
ビ
ー
）チ
ー
ム
」

の
黒
島
選
手
と
一
緒
に
そ
の
競
技

の
体
験
や
他
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
も
体
験
し
楽
し
む
。

日
時　

2
月
25
日
（
土
）
午
後　

2
時
～
午
後
4
時

講
師　
黒
島　

祥
伍
氏
（
沖
縄
ハ

リ
ケ
ー
ン
ズ
・
沖
縄
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
所
属
選
手
）

場
所　
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

う
ら
そ
え　
※
駐
車
場
有
り

対
象　
小
中
学
生

定
員　
20
人（
市
内
在
住・在
勤
者
）

費
用　
無
料

持
ち
物　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
飲

み
物

申
し
込
み　
2
月
7
日
（
火
）
か
ら
。

先
着
順
。

浦
添
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎（
８
６
１
）３
１
９
６

休
館
日　
毎
週
月
曜
日
、11
日（
土
）

建
国
記
念
日
、25
日（
土
）ま
な
び

フ
ェ
ス
タ
参
加

◆
講
座
の
受
け
付
け
は
、
2
月
1

日
（
水
）
午
前
9
時
か
ら

■
大
根
1
本
使
い
切
り
！
（
大
根

も
ち
他
）

日
時　
2
月
15
日
（
水
）
午
前
10

時
～
午
後
1
時

参
加
費　
3
5
0
円
（
材
料
費
・

保
険
料
含
む
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

定
員　
10
人

■
芽
吹
き
の
春
「
身
近
な
野
草
で

調
理
し
よ
う
！
」

日
時　
2
月
18
日
（
土
）
午
前
9

時
30
分
～
午
後
1
時
30
分

参
加
費　
5
0
0
円
（
材
料
費
・

保
険
料
含
む
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン

定
員　
10
人

■
布
の
リ
フ
ォ
ー
ム
「
体
に
優
し

い
お
り
も
の
布
ラ
イ
ナ
ー
作
り
」

日
時　
2
月
28
日
（
火
）
午
後
1

時
～
午
後
4
時

参
加
費　
3
6
0
円
（
材
料
費
・

保
険
料
含
む
）

持
ち
物　

ハ
ン
ド
タ
オ
ル
（
綿

1
0
0
％
）・
裁
縫
セ
ッ
ト
・
ミ
シ

ン
（
持
参
で
き
る
人
の
み
）

定
員　
10
人



ROAD
 　　輝く人たち　No.008

小山　朗夫さん

東京都大田区出身

昭和29年7月7日生まれ（62歳）

浦添市シルバー人材センター　テクニカルアドバイザー

●浦添市から委託されている「島桑振興事業」の中

で、島桑の新品種育成、効率的な栽培技術の開発

を行っている。現在までに8品種の品種登録（出願

中も含む）を行った。

●休日は自宅へ帰り、孫娘と散歩して過ごすのがとて

も楽しみ。
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桑
一
筋
36
年

浦
添
市
伊
奈
武
瀬
に
あ
る
、
養

蚕
絹
織
物
施
設
「
サ
ン
・
シ

ル
ク
」
で
は
、
浦
添
市
か
ら
島
桑
振

興
事
業
を
受
託
し
た
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
、
養
蚕
・
製
糸
や
桑
製

品
の
生
産
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
島
桑
の
新
品
種
育
成
に
情
熱
を

注
ぐ
研
究
者
が
い
ま
す
。
小
山
朗
夫

さ
ん
（
62
歳
）、
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
浦
添
市
の
特
産
で
あ

る
島
桑
の
振
興
を
支
え
る
人
物
で
す
。

幼
い
頃
か
ら
植
物
が
好
き
で
、
大

学
で
も
農
学
部
を
専
攻
し
て
い
た
小

山
さ
ん
が
、
桑
に
惹
か
れ
た
の
は
21

歳
の
と
き
。「
あ
る
日
の
朝
方
で
す

が
、
い
つ
も
の
よ
う
に
植
物
に
水
や

り
を
し
て
い
る
と
、
ピ
ー
ン
と
上
に

伸
び
た
桑
が
太
陽
の
光
を
受
け
、
水

を
弾
い
て
輝
き
、
神
々
し
い
と
ま
で

感
じ
た
瞬
間
が
あ
っ
た
ん
で
す
」
と

桑
に
夢
中
に
な
る
き
っ
か
け
を
感
慨

深
い
表
情
で
話
し
ま
す
。
以
後
桑
に

つ
い
て
研
究
し
、
卒
業
後
は
福
島
県

の
蚕
業
試
験
場
に
就
職
し
ま
す
。
当

時
、
福
島
県
で
は
養
蚕
が
盛
ん
で
、

桑
の
研
究
も
養
蚕
用
に
特
化
し
た
も

の
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
小
山
さ
ん

に
転
機
が
訪
れ
ま
す
。
桑
畑
か
ら
実

を
つ
け
た
桑
が
多
く
見
つ
か
り
、
何

と
か
利
用
で
き
な
い
か
と
い
う
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
食
用
」

の
可
能
性
に
着
目
し
た
桑
の
研
究
を

任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

小
山
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
に
研
究
し

て
き
た
桑
は
数
え
き
れ
な
い
程
あ
り

ま
す
が
、
品
種
と
し
て
登
録
で
き
た

桑
は
8
品
種
程
。
掛
け
合
わ
せ
て
苗

を
作
り
、
そ
れ
ら
を
成
長
の
過
程
で

挿
し
木
、
接
ぎ
木
を
行
う
な
ど
の
栽

培
方
法
を
試
し
て
も
最
終
的
に
品
種

登
録
で
き
る
桑
は
1
本
あ
れ
ば
い
い

方
だ
と
小
山
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
小

山
さ
ん
が
最
初
か
ら
最
後
ま
で
研
究

に
関
わ
り
品
種
登
録
し
た
桑
は
一
部

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。「
結
果
が
出
る

ま
で
に
は
約
15
年
と
い
う
年
月
を
要

し
ま
す
。
手
塩
に
か
け
て
育
て
て
き

た
苗
が
失
敗
作
で
処
分
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
は
と
て
も
残
念
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
品
種
登

録
で
き
、
今
ま
で
よ
り
病
気
に
強
く
、

生
産
効
率
が
良
い
桑
を
生
み
出
し
た

と
き
は
、
費
や
し
た
年
月
や
出
来
事

を
忘
れ
る
ぐ
ら
い
と
て
も
嬉
し
い
で

す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

島
桑
の
更
な
る
普
及
へ

研
究
成
果
を
評
価
さ
れ
て
茨
城

県
つ
く
ば
市
の
研
究
所
に
異

動
し
た
小
山
さ
ん
で
す
が
、
10
年
ほ

ど
前
に
宮
古
島
で
食
用
桑
の
導
入
に

携
わ
っ
た
際
、
あ
る
桑
に
出
会
い
ま

す
。
そ
れ
が
、
現
在
浦
添
市
で
研
究

を
進
め
る
「
島
桑
」
で
し
た
。

「
本
土
の
桑
は
冬
に
は
成
長
が
止
ま

る
の
で
す
が
、
沖
縄
に
自
生
す
る
島

桑
は
、
温
暖
な
気
候
も
あ
り
一
年
を

通
し
て
成
長
し
続
け
ま
す
。
私
が
追

い
求
め
る
生
産
効
率
の
良
い
桑
そ
の

も
の
で
し
た
」

島
桑
と
出
会
い
、
つ
く
ば
市
の
研

究
所
を
定
年
退
職
し
た
小
山
さ
ん
に

平
成
27
年
、
浦
添
市
か
ら
島
桑
振
興

事
業
の
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

就
任
の
依
頼
が
舞
い
込
み
ま
す
。「
理

想
の
桑
を
生
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
い
ま
し
た
ね
。
島
桑
の
研
究
に
携

わ
れ
る
喜
び
に
興
奮
を
隠
せ
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
小
山
さ
ん
は
振
り
返
り

ま
す
。「
就
任
し
て
か
ら
研
究
は
順

調
で
、
大
き
な
葉
や
実
の
な
る
島
桑

が
出
来
て
い
ま
す
。
島
桑
は
非
常
に

高
性
能
な
植
物
で
あ
り
、
食
用
と
し

て
の
潜
在
能
力
を
秘
め
て
い
ま
す
。

そ
の
実
は
糖
度
が
約
20
度
、
メ
ロ
ン

の
糖
度
約
15
度
を
超
え
ま
す
。
葉
に

は
食
物
繊
維
や
カ
ル
シ
ウ
ム
・
鉄
分

な
ど
の
栄
養
素
を
豊
富
に
含
ん
で
い

ま
す
。『
て
だ
桑
茶
』
や
『
ナ
ン
デ

ン
シ
ー
（
泡
盛
リ
キ
ュ
ー
ル
）』
を

通
じ
て
多
く
の
人
に
島
桑
を
身
近
に

感
じ
て
欲
し
い
で
す
ね
」
と
小
山
さ

ん
は
願
い
ま
す
。

小
山
さ
ん
の
研
究
の
成
果
に
よ
り
、

島
桑
の
生
産
が
今
以
上
に
容
易
に
な

れ
ば
、
島
桑
を
原
材
料
と
し
た
商
品

開
発
が
進
み
、
多
く
の
商
品
が
店
舗

に
並
ぶ
日
は
そ
う
遠
く
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

小
山
さ
ん
は
「
一
日
一
日
島
桑
の

成
長
が
待
ち
遠
し
い
」
と
研
究
の
成

果
が
実
を
結
ぶ
こ
と
を
願
い
、
優
し

い
眼
差
し
を
島
桑
に
向
け
ま
し
た
。

瑞々しく緑が美しい桑畑

桑の実を丁寧にシルバー人材センターが摘み取る

赤い実が完熟すると、黒紫色の甘い実に

我が子のように桑を見つめる小山さん



広報2017年２月１日 14

市
か
ら
の

お
知
ら
せ

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
3
月・4
月
は
市
民
課
窓

口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す

〜
休
日
窓
口
開
設
の
お
知

ら
せ
〜

市
民
課

（
内
線
3
0
6
5・3
0
6
6
）

4
月
は
新
生
活
が
始
ま
る
時
期

で
、
転
入
・
転
出
な
ど
の
住
民
異

動
届
の
手
続
き
の
た
め
に
多
く
の

人
が
市
役
所
を
訪
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
3
月
下
旬
か
ら
4
月
上
旬

に
か
け
て
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
、

待
ち
時
間
が
2
〜
3
時
間
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
混

雑
の
緩
和
と
平
日
来
庁
で
き
な
い

人
の
た
め
に
休
日
窓
口
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

休
日
窓
口
の
開
設

日
時　
3
月
26
日
（
日
）・
4
月
2

日
（
日
）
午
前
8
時
45
分
〜
午
前

11
時
30
分
、
午
後
1
時
15
分
〜
午

後
4
時
30
分

場
所　
市
役
所
1
階　
市
民
課

※
主
に
住
民
票
等
の
証
明
書
の
交

付
や
住
民
異
動
届
の
受
付
と
な
り

ま
す
。

■
児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

児
童
家
庭
課（
内
線
3
6
1
7
）

児
童
手
当
の
支
給
は
2
月
10
日

（
金
）
で
す
。
2
月
期
の
振
り
込
み

は
、
平
成
28
年
10
月
分
か
ら
平
成

29
年
1
月
分
ま
で
を
支
給
し
ま
す
。

■
こ
ど
も
医
療
費
の
貸
付

制
度
に
つ
い
て

児
童
家
庭
課（
内
線
3
6
1
4
）

浦
添
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
に
お
い
て
、
医
療
機
関
窓
口
で

の
支
払
い
が
困
難
な
人
に
対
し
て

支
払
金
を
貸
し
付
け
る
、
貸
付
制

度
が
あ
り
ま
す
。
貸
付
制
度
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、
貸
付
資
格
の

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
医
療
費

こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
対

象
と
な
る
医
療
費
。
保
険
外
診
療
、

入
院
時
食
事
療
養
費
や
選
定
療
養

費
等
は
病
院
窓
口
で
支
払
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

開
始
月　
平
成
28
年
10
月
受
診
分

か
ら
。

■
こ
ど
も
の
入
院
医
療
費

助
成
は
中
学
校
修
了
前
ま

で
対
象
で
す

児
童
家
庭
課（
内
線
3
6
1
4
）

浦
添
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
に
お
い
て
、
入
院
の
医
療
費
助

成
は
0
歳
か
ら
中
学
校
修
了
前
ま

で
対
象
と
な
り
ま
す
。
入
院
時
の

領
収
書
を
お
持
ち
の
人
で
申
請
が

お
済
み
で
な
い
人
は
、
児
童
家
庭

課
窓
口
で
助
成
金
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

手
続
に
必
要
な
も
の

・
こ
ど
も
の
健
康
保
険
証

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
入
院
時
の
領
収
書

・
保
護
者
の
普
通
預
金
通
帳

・
受
給
資
格
者
証
（
交
付
を
受
け

て
い
る
人
の
み
）

領
収
書
の
申
請
期
限

診
療
し
た
月
の
翌
月
か
ら
起
算

し
て
1
年
以
内
で
す
。
1
年
を
経

過
し
た
領
収
書
は
助
成
対
象
外
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
領
収
書
は
診

療
し
た
月
の
翌
月
以
降
に
申
請
可

能
と
な
り
ま
す
。

学
校
安
全
・
災
害
共
済
給
付
金
の

該
当
と
な
る
場
合

学
校
の
管
理
下
に
お
け
る
こ
ど

も
の
負
傷
等
に
対
し
て
、
独
立
行

政
法
人
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

法
に
よ
る
給
付
（
学
校
安
全
・
災

害
共
済
給
付
金
）
に
該
当
す
る
場

合
は
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

■
高
齢
者
の
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
お
よ
び
お

む
つ
代
医
療
費
控
除
証
明

書
発
行

介
護
保
険
課

（
内
線
3
5
8
7・3
5
8
8
）

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

65
歳
以
上
で
要
介
護
・
要
支
援

認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
障
害

者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
場
合
で
も
、
障
害
者
控
除
対
象

者
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り

所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
申
告
を

す
る
際
、
障
害
者
控
除
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
等
で

控
除
を
受
け
て
い
る
人
は
該
当
し

ま
せ
ん
。

交
付
申
請
先　
介
護
保
険
課
窓
口

お
む
つ
代
医
療
費
控
除
証
明
書

確
定
申
告
の
際
に
お
む
つ
代
に

つ
い
て
医
療
費
控
除
の
手
続
き
を

す
る
に
は
、
医
師
に
よ
る
「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」
の
添
付
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
2
年
目

以
降
の
手
続
き
で
介
護
保
険
に
お

け
る
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受

け
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
医
師

に
よ
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

に
代
え
て
市
長
が
発
行
す
る
「
お

む
つ
代
の
医
療
費
控
除
事
項
証
明

書
」
を
添
付
し
手
続
き
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

疾
病
等
に
よ
り
概
ね
6
か
月
以

上
に
わ
た
り
寝
た
き
り
状
態
で
、

お
む
つ
の
使
用
が
必
要
と
医
師（
ま

た
は
市
長
）
が
認
め
る
人

交
付
申
請
先

・
初
め
て
控
除
申
請
す
る
人
は
か

か
り
つ
け
の
医
師
へ

・
2
年
目
以
降
の
人
は
介
護
保
険

課
窓
口
へ

■
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

環
境
保
全
課（
内
線
3
2
1
2
）

ご
み
を
き
ち
ん
と
分
別
し
、
収

集
日
の
当
日
、
朝
8
時
ま
で
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
収
集
車
は
1
度
し
か
回

り
ま
せ
ん
の
で
、
出
し
遅
れ
た
場

合
は
収
集
さ
れ
ま
せ
ん
。
戸
別
収

集
の
た
め
、
自
宅
の
門
前
口
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
車
が
入
ら

な
い
路
地
に
面
し
て
い
る
場
合
は
、

環
境
保
全
課
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。

■
飼
い
猫
は
家
の
中
へ

環
境
保
全
課（
内
線
3
2
1
6
）

野
良
猫
に
は
餌
を
与
え
な
い
で
、

猫
は
室
内
で
飼
う
事
が
大
原
則
。

猫
は
室
内
で
も
十
分
に
生
活
で

き
る
動
物
で
す
。
外
に
出
し
て
し

ま
う
と
交
通
事
故
や
伝
染
病
の
リ

ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
し
ま
う
ば
か

り
か
、
フ
ン
や
尿
が
原
因
で
ご
近

所
と
の
関
係
が
悪
化
し
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
野
良
猫
に
餌
を
与

え
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
猫
は

餌
を
与
え
る
と
与
え
た
場
所
に
定

着
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
数
が

増
え
て
く
る
と
や
が
て
繁
殖
が
始

ま
り
、
飼
い
主
の
い
な
い
不
幸
な

猫
が
爆
発
的
に
増
え
て
し
ま
い
ま

す
。
ペ
ッ
ト
と
人
間
が
共
生
す
る

社
会
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▲ホームページは
　こちら

■
野
外
焼
却
の
禁
止

環
境
保
全
課（
内
線
3
2
1
2
）

ご
み
を
ド
ラ
ム
缶
等
で
焼
却
す

る
行
為
や
、
庭
や
畑
な
ど
で
草
木

類
を
焼
却
し
た
場
合
、
煙
や
悪
臭
、

焼
却
灰
、
人
体
に
有
害
な
物
質
な

ど
が
広
範
囲
に
飛
散
し
、
洗
濯
物

や
家
屋
、
周
辺
の
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
多
く
の
人
や
モ
ノ
に
被
害

を
与
え
ま
す
。

※
産
業
廃
棄
物
の
場
合
は
、
産
業

廃
棄
物
処
理
業
者
に
処
理
を
依
頼
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し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

産
業
廃
棄
物
協
会

☎
（
8
7
8
）
9
3
6
0

■
浦
添
市
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画（
素
案
）に
関

す
る
ご
意
見

環
境
保
全
課（
内
線
3
2
2
1
）

市
で
は
、
市
民
・
事
業
者
・
市

役
所
等
が
連
携
・
協
働
し
て
地
球

温
暖
化
対
策
の
取
組
を
推
進
す
る

た
め
の
計
画
策
定
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

計
画
素
案
に
市
民
・
事
業
者
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
ご
意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
期
間　
2
月
13
日
（
月
）
か

ら
24
日
（
金
）
ま
で

ご
意
見
を
提
出
で
き
る
人　
市
内

在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
人
、
市

内
で
事
業
を
営
む
法
人
お
よ
び
活

動
団
体
、
そ
の
他
本
市
に
対
し
納

税
義
務
を
有
す
る
人

計
画（
素
案
）の
公
表・閲
覧
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
環
境

保
全
課
窓
口
（
閲
覧
は
平
日
の
午

前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

ご
意
見
提
出
書
様
式　
環
境
保
全

課
窓
口
で
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ご
意
見
の
提
出
方
法　
「
ご
意
見
提

出
書
様
式
」
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
郵
送
、
F
A
X
、
持
参
、
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

F
A
X　
（
8
7
6
）
9
4
6
7

電
子
メ
ー
ルenvseisaku@

city.
urasoe.lg.jp

ご
意
見
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

ご
意
見
に
関
す
る
個
別
の
回
答

は
行
い
ま
せ
ん
。
ご
意
見
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

個
人
情
報
等
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
、
個
人
が
特
定
で
き
る

よ
う
な
内
容
は
掲
載
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
掲
載
内
容
は
個
人
ま
た

は
法
人
等
の
権
利
利
益
を
害
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
情
報
等
、
公
表
す

る
こ
と
が
不
適
切
な
情
報
を
除
い

た
も
の
と
し
ま
す
。

■
あ
な
た
に
伝
え
た
い
市

民
講
座〈
全
5
回
〉第
5
回

「
子
育
て
が
楽
に
な
る
ヒ
ン

ト
〜
や
れ
て
い
る
こ
と
に
目

を
向
け
る
〜
」

生
涯
学
習
振
興
課

（
内
線
6
0
6
2
）

子
ど
も
と
ど
う
向
き
合
っ
た
ら

い
い
？
ど
う
し
た
ら
怒
ら
な
い
で

い
ら
れ
る
の
？
視
点
を
変
え
る
と

み
る
み
る
子
ど
も
が
変
わ
る
！？

講
師　
神
保　
し
げ
み
氏（
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

日
時　
2
月
25
日
（
土
）　
午
後
1

時
〜
午
後
3
時

場
所　
て
だ
こ
ホ
ー
ル
多
目
的
室

2
（
小
ホ
ー
ル
下
）

対
象　
浦
添
市
在
住
・
在
勤
の
人

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
生
涯
学

習
振
興
課
窓
口
で
申
し
込
み

参
加
費　
無
料

■
緑
の
募
金
に
つ
い
て

美
ら
ま
ち
推
進
課

（
内
線
4
0
6
2
）

緑
の
募
金
は
、
市
内
の
地
域
緑

化
運
動
な
ど
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

花
と
緑
の
美
ら
島
の
た
め
、
緑
の
募

金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
付
に
つ
い
て

募
金
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
市

役
所
6
階
、
美
ら
ま
ち
推
進
課
窓

口
で
直
接
納
付
が
可
能
で
す
。
ま

た
、
各
種
銀
行
口
座
へ
の
直
接
振

込
も
可
能
で
す
。
振
込
で
納
付
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

募
金
期
間　
4
月
30
日
（
日
）
ま
で

■
平
成
29
年
度
浦
添
市
立

幼
稚
園
園
児
の
2
次
募
集

学
務
課（
内
線
6
5
1
2
）

平
成
29
年
度
の
浦
添
市
立
幼
稚

園
園
児
の
2
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

対
象
園
児

 

年
長
児
（
5
歳
児
）、
年
中
児

（
4
歳
児
）、
年
少
児
（
3
歳
児
）

※
年
少
児
は
、
浦
添
幼
稚
園
・
牧

港
幼
稚
園
の
み
の
実
施
で
す
。

入
園
区
域　
浦
添
市
立
小
学
校
通

学
区
に
準
ず
る
。

2
次
募
集
実
施
園
と
募
集
人
員

・
年
長
児
（
5
歳
児
）　
全
園
実
施

・
年
中
児（
4
歳
児
）　
若
干
名（
定

員
に
空
き
の
あ
る
幼
稚
園
の
み
）

・
年
少
児（
3
歳
児
）　
若
干
名（
牧

港
幼
稚
園
の
み
）

※
年
中
児
・
年
少
児
の
定
員
の
空

き
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
学
務
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
時
間

平
日　
午
前
8
時
15
分
〜
午
後
0

時
15
分

※
浦
添
幼
稚
園
・
牧
港
幼
稚
園
に

つ
い
て
は
給
食
導
入
予
定
の
た
め

給
食
開
始
時
期
よ
り
午
前
8
時
15

分
〜
午
後
2
時
ま
で
の
予
定
（
弁

■平成29年度市・県民税および
　国民健康保険税申告について  市民税課（内線２２１３）

2月16日（木）から平成29年度市・県民税および国民健康保険税申告受
付が始まります。
受付期間　2月16日（木）～3月15日（水）　受付場所　市役所9階
受付時間　平日の午前９時～午前11時30分、午後１時～午後４時30分

※3月5日(日)、12日（日）は休日受付を行います（休日は地
下からの出入りは出来ません）。

※3月15日(水)を過ぎると、申告受付を停止します。次回は6月1日（木）
から受付再開となります。期限内申告をお願いします。

申告に必要な書類等
①申告書（届いていない場合は、市民税課または申告会場で配布）
②印かん（認印可）
③マイナンバーカードまたはマイナンバー通知カード＋運転免許証な

どの本人確認書類
④平成28年中の収入・経費を証明するもの（給与や年金の源泉徴収票、

給与証明書、事業者の収入支出帳簿、経費の領収書等）
⑤諸控除を受ける際の書類
ア　社会保険料の領収書または支払証明書
イ　生命保険料・地震保険料の控除証明書
ウ　医療費の領収書（ア～ウの３点は、平成28年中に支払ったものが対象）
エ　障害者手帳、学生証
オ　障害者控除対象者認定書（65歳以上で要介護者。介護保険課で発行）
カ　その他内容を確認する際に必要と思われるもの

※申告をしないと次の必要な市民サービス等が受けられなくなる場合
があります
○所得証明書等の発行（市・県営住宅の入居・更新、就学援助、児童手
当、保育所入所などの手続きに支障をきたします）。
○国民健康保険税、高額療養費の自己負担額の軽減措置。
○国民年金の免除申請や各種福祉手当の受給手続き等
※今年度の申告から、社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の施行
に伴い、申告書にマイナンバーの記載が必要になります。個人番号が
記載された申告書を提出する場合は、番号法の規定に基づき本人確
認が必要です。
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当
日
含
む
）

弁
当
日　
午
前
8
時
15
分
〜
午
後

2
時
（
週
2
回
）

預
か
り
保
育　
午
後
6
時
ま
で

※
毎
日
弁
当
持
参
も
し
く
は
、
各

自
、
業
者
と
の
契
約
に
よ
る
ケ
ー

タ
リ
ン
グ
利
用
）

延
長
保
育　
午
後
6
時
〜
午
後
7

ま
で
（
※
夕
食
に
影
響
が
な
い
程

度
の
補
食
あ
り
）

幼
稚
園
使
用
料

保
育
料　
世
帯
の
市
民
税
額
に
応

じ
た
負
担
額
と
な
り
ま
す
。

預
か
り
保
育
料　
月
額
5
千
円
／　

日
額
3
5
0
円

延
長
保
育
料　
月
額
2
千
円
／
日

額
2
0
0
円

入
園
書
類
配
布
受
付
・
面
接
場
所

各
幼
稚
園
（
※
該
当
幼
児
を
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
）

日
時　
2
月
1
日
（
水
）
〜
28
日

（
火
）　
（
※
事
前
に
園
へ
電
話
連
絡

必
要
）

就
園
可
否
決
定

年
長
児
は
、
申
し
込
み
と
同
時

に
入
園
決
定
。
年
中
児
・
年
少
児
・

預
か
り
保
育
は
、
3
月
中
旬
に
内

定
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。

※
入
園
書
類
は
、
市
役
所
7
階
学

務
課
、
各
幼
稚
園
窓
口
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

で
き
ま
す
。

 
市
の
募
集

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
臨
時
職
員
募
集

職
員
課（
内
線
2
0
6
1
）

募
集
職
種
（
男
女
・
年
齢
不
問
）

資
格
を
要
し
な
い
も
の　
一
般
事

務
・
学
校
事
務
・
学
校
用
務
員

資
格
を
要
す
る
も
の　

保
育
士
・

学
芸
員
・
社
会
福
祉
士
・
生
活
保

護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
（
社
会
福
祉

士
ま
た
は
社
会
福
祉
主
事
）・
技
術

職
（
測
量
士
補
有
資
格
者
、
一
級

管
工
事
施
工
管
理
技
師
有
資
格
者
）

賃
金

・
一
般
事
務
・
学
校
事
務
・
学
校

用
務
員
（
日
額
6
4
5
6
円
）

・
保
育
士
（
日
額
8
3
5
0
円
、

時
給
9
6
8
円
）

・
学
芸
員
（
日
額
6
8
1
7
円
）

・
社
会
福
祉
士
（
日
額
9
3
5
1

円
）

・
社
会
福
祉
主
事
（
日
額
7
1
7
9

円
）

・
測
量
士
補
（
日
額
7
6
6
2
円
）

・
一
級
管
工
事
施
工
管
理
技
師
有

資
格
者
（
日
額
9
0
2
9
円
）

通
勤
手
当　
日
額
1
0
0
円
（
通

勤
距
離
が
2
キ
ロ
以
上
の
人
）

任
用
期
間　
6
か
月
以
内
（
更
新

有
り
の
場
合
は
最
長
1
年
）

受
付
期
間　
年
間
を
通
し
て
随
時

受
付
（
4
月
か
ら
の
任
用
希
望
者

は
2
月
末
ま
で
に
申
し
込
み
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。）

申
込
方
法　
指
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
、
写
真
を
貼
付
し
、

職
員
課
人
事
係
（
市
役
所
8
階
）

へ
提
出
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
申
込
書
は
職
員
課
で
配
布
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

※
応
募
さ
れ
て
も
欠
員
の
状
況
等

に
よ
り
採
用
さ
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

■
平
成
29
年
度
市
立
幼
稚

園
臨
時
職
員
募
集

学
校
教
育
課（
内
線
6
5
6
4
）

募
集
人
数　
20
人
程
度
（
定
員
に

達
し
次
第
終
了
）

任
用
期
間　
4
月
4
日
（
火
）
〜

7
月
30
日
（
日
）
※
更
新
可

選
考
方
法　
書
類
、
面
接
審
査

給
与

・
学
級
担
任　
日
額
8
3
5
0
円

・
預
か
り
保
育
担
当　

免
許
、
資

格
保
持
者　

時
給
1
0
7
8
円
、

無
資
格
者　
時
給
9
2
7
円

※
通
勤
手
当
あ
り

申
込
方
法　
学
校
教
育
課
窓
口
で

受
付■

図
書
館
業
務
臨
時
職
員

募
集

浦
添
市
立
図
書
館

☎（
8
7
6
）4
9
4
6

資
格
要
件

①
図
書
館
司
書
資
格
を
有
す
る
人

優
先

②
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人

任
用
期
間　
4
月
1
日
（
土
）
〜

9
月
30
日
（
土
）（
※
更
新
可
）

勤
務
時
間　
週
5
日
勤
務
の
1
日

7
時
間
45
分
（
※
月
曜
・
祝
日
を

除
く
）

報
酬　
日
額
6
8
1
7 

円
（
司
書

資
格
有
り
）
6
4
5
6 

円
（
司
書

資
格
無
し
）

選
考
方
法　
書
類
審
査

募
集
人
員　
若
干
名

申
し
込
み　
指
定
の
申
込
書
（
市

２月は「浦添市教育月間」です。市では、誰でも参加ができるまち
づくり生涯学習のイベントとして、「まなびフェスタ浦添２０１７」を
開催します。
【メイン日程】2/25(土)

教育月間・展示部門
2/1（水）〜2/28（火）

【会場】浦添市てだこホール ほか

生涯学習振興課(内線6061)
※プログラム詳細は、市ホームページをご覧ください。

まなびフェスタ浦添2017
〜学び合う楽しさ 広がる笑顔 みんなで創る地域の未来〜

▲ホームページは
　こちら

講座や体験活動、
学習発表など、いろんな
〝まなび〟がいっぱい！
ぜひ、ご参加ください♪
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■「国民健康保険税と後期高齢者医療保険料納期限」について　国民健康保険課（内線3717〜3722、3727）
平成28年度国民健康保険税と後期高齢者医療保険料第8期の納期限は平成29年2月28日（火）です。納付忘れにご注意ください。

立
図
書
館
に
て
配
布
）
を
提
出
。

※
郵
送
に
よ
る
配
布
は
行
い
ま
せ

ん
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。

※
添
付
書
類
（
A
4 

版
）

・
図
書
館
司
書
資
格
が
確
認
で
き

る
書
類
の
写
し

・
運
転
免
許
証
の
写
し

申
込
期
間　
2
月
21
日
（
火
）
ま
で

提
出
方
法　
市
立
図
書
館
へ
直
接

提
出
、
ま
た
は
郵
送
（
締
切
日
ま

で
の
消
印
有
効
）※
2
月
7
日（
火
）

〜
2
月
17
日
（
金
）
は
蔵
書
点
検

の
為
、
提
出
の
際
は
図
書
館
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
学
校
体
育
施
設
開
放
事

業一般
団
体
募
集

社
会
体
育
課（
内
線
6
1
6
3
）

市
民
の
皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
推
進
の
た
め
、
小
中
学
校
の

体
育
施
設
を
夜
間
に
一
般
開
放
し

て
い
ま
す
。

利
用
期
間　
4
月
中
旬
〜
平
成
30

年
3
月
31
日
（
土
）

※
毎
月
1
日
と
日
曜
祝
日
を
除
く
。

午
後
7
時
30
分
〜
午
後
10
時
ま
で

（
準
備
片
づ
け
含
む
）

※
開
放
時
間
は
学
校
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
期
間
内
は
、
特
定
校

の
特
定
曜
日
を
1
年
間
使
用
で
き

ま
す
。
他
団
体
と
希
望
が
重
複
し

た
場
合
は
、
調
整
・
抽
選
と
な
り

ま
す
。

場
所　
市
内
各
公
立
小
中
学
校
の

体
育
館
・
運
動
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。

対
象　
市
内
在
住
、
ま
た
は
市
内
に

在
勤
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
の
人
。

平成29年度嘱託職員募集一覧	 ※平成29年度予算によっては 任用ができない場合もありますので、ご了承ください。

業務内容 募集
人数 報　　酬 任用期間 勤務時間 資格要件 受付期間 提出方法・書類 選考方法 担当課

職員健康管理嘱託員
職員の健康管理
業務と職場の安
全衛生管理業務

2人
月額
20万円以内

（費用弁償
1日700円）

4月1日（土）〜
平成30年
3月31日（土）

月曜日〜金曜日午前
8時30分〜午後5時
15分（1日6時間勤
務の早出・遅出交代）

保健師または正看護師の資格を有
し、心身共に健康な人

2月17日（金）ま
で
※土日祝日は
除く。

履歴書（写真貼付）と免許証の
写しを職員課まで提出

一次試験
書類審査、
二次試験
面接

職
員
課

（
内
線
2
0
6
6
）

市税嘱託員
窓口業務、市県民
税申告業務及び
軽自動車税賦課
業務、その他の課
税に関する補助
業務など

若
干
名

月額
13万5千円

（費用弁償
1日700 円）

4月3日(月）〜
平成30年
3月30日(金）

1日6時間・週30時
間勤務

65 歳未満（4月1日時点）の人で、
①〜③のいずれかに該当する人。
①税務事務に関心を持ち、税務署
または市町村で申告受付業務等の
税務に係る実務経験（1年以上）を
有する人
②心身ともに健康な人
③オフィスソフトの基本的な操作
ができ、課税システムへの対応や
ホームページの作成ができる人

2月8日（水）ま
でに市民税課
へ必要書類を
提出※郵送不
可

履歴書（写真貼付）を市民税課
まで提出

一次試験
書類審査、
二次試験
面接

市
民
税
課

（
内
線
2
2
1
3
）

納税事務嘱託員
窓口業務、納税
相談、電話対応、
収納業務など

1人
月額
13万5千円

（費用弁償
1日700 円）

4月1日（土）〜
平成30年
3月31日（土）

月〜金 曜日・1日6
時間・週30時間勤務

（午前8時30分から
午後5時15分までの
間）

①パソコン操作ができる人
②市税に滞納のない人
③普通自動車運転免許を有する人
④心身ともに健康な人
⑤65歳未満（4月1日現在）

2月15日（水）
まで※午前8時
30分〜午後5
時15分（土日・
祝日を除く）

①履歴書（写真貼付、市販可）
②自動車運転免許証の写し
③市税完納証明書（滞納のな
い証明書）を納税課まで提出

一次試験
書類審査、
二次試験
面接

納
税
課

（
内
線
2
3
1
2
）

広報業務嘱託員
広 報 紙 作 成 業
務・写真撮影・取
材等

1人
月額
19万円

（費用弁償
1日700 円）

4月3日(月）〜
平成30年
3月30日(金）

1日6時間・週30時
間勤務

①DTP（版下作成まで）ができる人
②印刷業経験者優遇
③普通自動車運転免許を有する人

2月15日（水）
まで※午前8時
30分〜午後5
時15分（土日・
祝日を除く）

①履歴書（写真貼付、市販可）
②制作物
を国際交流課まで提出

一次試験
書類審査、
二次試験
面接

国
際
交
流
課

（
内
線
2
6
1
4
）

文化課嘱託員
文化財発掘調査・
資料整理業務

若
干
名

（上級）月額
15万7千円
(中級）月額
13万1千円

（費用弁償
1日700 円）

4月または6月〜
平成30年
1月または
3月まで

1日6時間・週30時
間勤務

（上級）大学または大学院で考古・歴
史・民俗等を専攻・卒業し、発掘、民
俗、文献調査を行う能力を有すると
認められる者、又は国・県・市町村
等の機関で４年以上の文化財調査
業務の経験を有する者※

（中級）大学または大学院で考古・歴
史・民俗等を専攻し卒業した者。又
は国・県・市町村等の機関で２年以
上、発掘調査や整理作業の経験を
有する者※
※65歳未満（4月1日時点）の人

2月15日（水）
まで※午前8時
30分〜午後5
時15分（土日・
祝日を除く）

文化財調査嘱託員採用申込
書（文化課で配布、市ホーム
ページからダウンロード可）を
文化課に提出

一次試験
書類審査、
二次試験
面接

文
化
課（
内
線
6
2
1
6・6
2
1
7
）

図書館業務
嘱託員
図書館活動業務

（ 窓 口 業 務・事
務処理業務等）

若
干
名

月額
16万円

（費用弁償
1日700円）

4月1日（土）〜
平成30年
3月31日（土）

（更新可）

週4日勤務の1日7時
間30分※月曜・祝日
を除く

①図書館司書資格を有する人
②図書館の業務に携わった経験の
ある人
③普通自動車免許を有する人

2月21日（火）ま
で

指定の申込書（市立図書館に
て配布）を直接提出、または郵
送（締切日までの消印有効）。
※郵送による配布は行いませ
ん。市ホームページからダウ
ンロード可。

一次試験
書類審査、
二次試験
面接

浦
添
市
立
図
書
館

☎（
8
7
6
）4
9
4
6

消防本部火災
予防事務嘱託員
受付業務、消防
同意審査事務

1人
月額
18〜20万円

（費用弁償
1日700 円）

4月3日（月）〜
平成30年
3月30日（金）
※更新可

月〜金曜日、1日6時
間、週30時間勤務。
午前10時から午後5
時まで

次の①〜③のいずれかに該当する人
①消防設備士の資格を有する人
②消防設備保守点検業務経験を3
年以上有する人
③消防本部（局）の予防課で消防同
意等の職務経験を3年以上有する人

2月28日（火）ま
で

消防本部予防課窓口に履歴書
（写真貼付・市販可）を持参

一次試験
書類審査、
二次試験
面接

消
防
本
部
予
防
課

☎（
8
7
8
）3
9
8
2
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費
用　
体
育
館
1
時
間
4
8
0
円
、

運
動
場
1
時
間
5
9
0
円
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
1
時
間
2
4
0
円
（
各

施
設
全
面
料
金
）
※
体
育
館
・
運

動
場
を
2
団
体
で
使
用
す
る
場
合

の
使
用
料
は
折
半
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間　
2
月
28
日
（
火
）
午

後
5
時
ま
で

申
込
方
法　
団
体
登
録
申
請
書
等

（
社
会
体
育
課
で
配
布
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を

窓
口
に
提
出

そ
の
他　
申
し
込
み
は
社
会
体
育

課
窓
口
で
の
み
受
付
。
月
〜
金
曜

日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
。

関
係
機
関
か
ら
の

お
知
ら
せ・
募
集

■「
当
山
地
域
散
策
」参
加

者
募
集
！

浦
添
グ
ス
ク・よ
う
ど
れ
館

（
月
曜
休
館
）

☎（
8
7
4
）9
3
4
5

当
山
地
域
の
史
跡
や
文
化
財
を

訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。
う
ら
お
そ

い
歴
史
ガ
イ
ド
が
分
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。

開
催
日　
2
月
19
日
（
日
）

受
付　
午
前
8
時
50
分
か
ら

開
始　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

集
合
解
散
場
所　
浦
添
大
公
園
芝

生
広
場

募
集
人
数　
70
人
（
小
学
3
年
生

以
上
。
な
お
、
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）

コ
ー
ス　
国
指
定
史
跡　

普
天
満

参
詣
道
（
当
山
石
畳
道
・
当
山
橋
）

〜
当
山
東
原
遺
跡
〜
当
山
世
利
原

古
墓
群
〜
ソ
ウ
ジ
ガ
ー
〜
当
山

ガ
ー
〜
ア
ガ
リ
ガ
ー
〜
ウ
フ
ガ
ー

〜
田
場
盛
義
顕
彰
碑

参
加
料　
1
人
3
0
0
円

申
込
期
間　
2
月
16
日
（
木
）
午

後
5
時
ま
で

申
し
込
み　
電
話
申
し
込
み
。

そ
の
他　
防
寒
、
汗
対
策
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
カ
ガ
ク
の
森
講
座
〜
公

園
の
小
さ
な
実
験
教
室
〜
　

第
四
回
　「
種
の
フ
シ
ギ
」

て
だ
こ
公
園
管
理
共
同
企
業
体

☎（
8
7
7
）4
9
2
2

植
物
の
種
に
つ
い
て
科
学
の
世

界
か
ら
面
白
く
分
か
り
や
す
く
学

べ
ま
す
。

日
時　
2
月
25
日
（
土
）
午
前
9

時
30
分
か
ら
正
午

場
所　
浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル
多

目
的
室
1

受
講
料　
無
料

対
象　
小
学
生
（
子
ど
も
向
け
科

学
教
室
）

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

講
師　

森　

一
夫
氏
、
佐
藤　

寛

之
氏
（
沖
縄
自
然
科
学
研
究
所　

理
学
博
士
）

■
平
成
29
年
度
浦
添
市
て

だ
こ
学
園
大
学
院
生
候
補

者
募
集

浦
添
市
て
だ
こ
学
園
大
学
院
事

務
局
　
☎（
8
7
5
）1
1
6
4

入
学
資
格　
市
内
在
住
者
で
概
ね

60
歳
以
上

願
書
配
布　
浦
添
市
て
だ
こ
学
園

大
学
院
事
務
局
（
浦
添
市
中
央
公

民
館
2
階
）
3
月
1
日
（
水
）
〜

31
日
（
金
）

願
書
受
付　
4
月
3
日
（
月
）
〜

28
日
（
金
）

願
書
提
出
先　
浦
添
市
て
だ
こ
学

園
大
学
院
事
務
局

定
員　
45
人
（
申
込
者
が
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
）

■
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
募
集

浦
添
市
婦
人
連
合
会

☎（
8
7
4
）5
7
0
1

ふ
る
さ
と
を
花
と
緑
で
包
む
運

動
を
推
進
し
、
地
域
の
環
境
美
化

に
努
め
、
緑
豊
か
で
明
る
く
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

今
年
度
も
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

応
募
対
象　
婦
人
会
を
中
心
に
地

域
の
路
地
や
広
場
に
花
を
咲
か
せ
、

環
境
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
場

所
、
ま
た
は
個
人
の
庭

募
集
締
切　
2
月
7
日
（
火
）

■
適
職
発
見
フ
ェ
ア「
ホ
テ

ル・観
光
の
お
仕
事
」

適
職
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務

局
☎（
8
6
0
）8
9
0
0

ホ
テ
ル
・
観
光
関
連
の
業
界
に

特
化
し
た
就
職
説
明
・
面
接
会
で

す
。
未
経
験
・
無
資
格
か
ら
の
応

募
も
可
能
で
正
社
員
、
正
社
員
登

用
制
度
が
あ
る
契
約
社
員
の
募
集

を
行
い
ま
す
。（
同
時
募
集
で
バ
イ

ト
・
パ
ー
ト
も
有
）

応
募
前
の
職
場
見
学
申
し
込
み

が
可
能
で
す
。（
見
学
後
に
応
募
す

る
・
し
な
い
を
決
め
ら
れ
ま
す
）

国民健康保険被保険者証の
切替えの受け付けが始まります

国民健康保険課 (内線３７１７～３７２３）
次の①、②のいずれか一つに該当する人は、国民健
康保険課窓口で保険証の切り替えが必要です。
①平成28年度国民健康保険税第７期までを平成29
年１月31日までに納付されていない世帯の被保
険者(ただし、平成11年４月２日以降生まれの被保
険者は保険証を郵送します）。
②修学特例学または遠隔地遠の被保険者。該当者に
は、切替日を指定して世帯主宛てに、２月中旬頃に
はがきで通知します（切り替えに必要な物は、はが
きでご確認ください）。
※滞納がある人は、切り替えの際に納税相談が必要に
なります。指定の日に来庁できない場合は、必ず３月
31日(金)までに来庁し切り替えをしてください。

場所
　浦添市役所１階　国民健康保険課１５番窓口
受付時間
　午前８時30分～午前11時30分、
　午後１時～午後４時30分
※上記①、②以外の人は、４月１日(土)から有効の新

しい保険証を２月中旬頃から郵送します。
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桜
咲
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
開
花
日
が
1
月
21
日
で

満
開
と
な
っ
た
の
が
2
月
12
日
。

今
年
は
1
月
14
日
に
開
花
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。昨
年
の
デ
ー
タ
か
ら
す
る
と

今
年
の
見
頃
は
2
月
4
、5
日
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。市
内
で
、皆
さ
ん

お
す
す
め
の
花
見
ス
ポ
ッ
ト
は
あ
り
ま

す
か
？

2
月
の
浦
添
市
は
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
で
す
の
で
、市
内
各
地
を
巡
り
、桜

と
共
に
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
を
写
真
に
収
め

た
い
と
思
い
ま
す
。	

（
上
江
洲
）

広
報
う
ら
そ
え
１
月
号
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
、新
年
号
お
年
玉
ク
ー
ポ

ン
を
利
用
し
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ

て
き
ま
し
た
。実
は
毎
回
何
を
注
文
す
る

か
10
分
位
悩
み
ま
す
。食
べ
た
こ
と
の
な

い
味
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
か
、大
好
き

な
味
に
す
る
か
。結
局
大
好
き
な
味
を
楽

し
み
な
が
ら
、次
は
新
し
い
味
を
楽
し
も

う
と
思
う
の
で
す
。	

（
宮
平
）

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
の
キ
ャ
ン
プ
イ

ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
ね
！
こ
の

時
期
に
な
る
と
中
学
１
年
生
の
頃
、プ
ロ

野
球
選
手
に
憧
れ
て
野
球
部
に
入
部
し

ま
し
た
が
、陸
上
部
に
入
部
し
た
の
か
と

勘
違
い
す
る
ほ
ど
練
習
は
ラ
ン
ニ
ン
グ

ば
っ
か
り
。５
日
ほ
ど
で
引
退
を
決
意
し

た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。で
も
、野
球
は

大
好
き
で
す
よ
！
26
日
の
オ
ー
プ
ン
戦
、

見
に
行
き
ま
す
！
昨
年
の
リ
ー
グ
覇
者

広
島
カ
ー
プ
に
ス
ワ
ロ
ー
ズ
は
勝
て
る
の

か
!?
と
て
も
楽
し
み
で
す
！
頑
張
れ
！
ス

ワ
ロ
ー
ズ
！	

（
宮
里
）

お
鍋
が
お
い
し
い
季
節
で
す
ね
。市

内
居
酒
屋
の
メ
ニ
ュ
ー
に
お
鍋
が

追
加
さ
れ
、つ
い
つ
い
頼
ん
で
し
ま
い
ま

す
。野
菜
が
お
い
し
く
、い
っ
ぱ
い
食
べ
ら

れ
る
と
喜
ん
で
い
た
の
で
す
が
、1
月
10

日
、体
重
計
は
70
㎏
突
破
し
ま
し
た
。食

べ
す
ぎ
は
禁
物
で
す
ね
。皆
さ
ん
も
お
気

を
付
け
く
だ
さ
い
。今
年
は
ダ
イ
エ
ッ
ｔ

…
取
材
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。	

（
玉
城
）

日
時　
2
月
15
日
（
水
）
午
後
1

時
30
分
〜
午
後
5
時
（
受
付
は
午

後
1
時
か
ら
）

場
所　
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー

対
象　
全
て
の
求
職
者

参
加
費　
入
場
無
料

■
職
業
訓
練
生
募
集

沖
縄
県
立
能
力
開
発
校

浦
添
校
☎（
8
7
9
）2
5
6
0

具
志
川
校
☎（
9
7
3
）6
6
8
0

募
集
期
間　
3
月
1
日
（
水
）
ま

で
（
土
日
祝
日
は
除
く
）

授
業
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、

検
定
代
、
教
材
な
ど
は
自
己
負
担
）

※
訓
練
科
名
や
募
集
人
数
等
の
詳

細
は
、
各
開
発
校
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▲ホームページは
　こちら

■
確
定
申
告
書
作
成
が
簡

単
に
で
き
ま
す
！

北
那
覇
税
務
署

☎（
8
7
7
）1
3
2
4

申
告
書
の
作
成
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
が
便
利
で
す
。
所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・
贈

与
税
の
申
告
・
納
税
は
3
月
15
日

（
水
）
ま
で
。
個
人
事
業
者
の
消
費

税
・
地
方
消
費
税
の
申
告
・
納
税

は
3
月
31
日
（
金
）
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
第
22
回
J
A
お
き
な
わ

浦
添
支
店
農
協
ま
つ
り

J
A
お
き
な
わ
　
浦
添
支
店

☎（
8
7
8
）6
5
5
2

農
協
ま
つ
り
は
、
農
業
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
、
J
A

の
存
在
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
笑
い
芸
人
等
の
ゲ
ス
ト
を
招

き
舞
台
イ
ベ
ン
ト
や
抽
選
会
、
地

域
の
保
育
園
・
ク
ラ
ブ
等
の
催
し

物
、
黒
糖
作
り
の
開
催
等
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
2
月
18
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
5
時

2
月
19
日
（
日
）
午
前
9
時
〜
午

後
4
時

場
所　
J
A
お
き
な
わ
浦
添
支
店

お
よ
び
周
辺
施
設

２月１２日（日）は、
浦添市長・浦添市議会議員選挙です。

投票時間　午前７時〜午後８時
１８歳からできる、浦添市創

づく
り

大切な１票であなたの未来が決まります！
投票所入場券（はがき）を１月末に郵
送します。投票当日または期日前投票
を行う際に持参してください。（投票所
入場券が無くても投票することができ
ますので、身分証を持って投票所にお
越しください。）期日前投票

投票日に投票所へ行けない人や負傷・出
産・身体障がい等で歩行が困難な人は期日
前投票ができます。
期間　2月6日（月）〜2月11日（土）
　　　※期間内は土曜日も投票できます。
時間　午前8時30分〜午後8時
場所　浦添市選挙管理委員会（市役所

議会棟1階）

問い合わせ
浦添市選挙管理委員会事務局
直通　☎（851）5058
代表　☎（876）1234（内線7161・7164）
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